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伊
能
忠
敬
の
印
象
的
な
言
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
村 

茂
昭 

 

一
． 

南
鐐
一
片
遺
し
け
り 

寛
政
十
二
年
閏
四
月
二
十
三
日
、
白
河
城
下
の
止
宿

先
と
な
っ
た
因
幡
屋
の
主
は
、
佐
原
出
身
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
ね
ん
ご
ろ
に
な
り
、
酒
肴
を
以
っ
て
饗
応
し
て

く
れ
た
。
そ
の
お
礼
に
、
主
の
女
房
に
一
枚
の
南
鐐
銀

を
チ
ッ
プ
と
し
て
さ
し
上
げ
た
（
‘
南
鐐
一
片
遺
し
け

り
’）
、
と
記
録
し
て
い
る
。
南
鐐
銀
一
枚
は
小
判
の
八

分
の
一
に
相
当
す
る
値
打
ち
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、

現
在
の
価
値
で
三
～
四
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
忠

敬
先
生
、
よ
っ
ぽ
ど
う
れ
し
か
っ
た
の
か
も
？ 

 

二
． 

翌
朝
雲
間
小
測 

 

享
和
二
年
六
月
十
一
日
、
忠
敬
先
生
は
第
三
次
（
出

羽
・
越
後
）
測
量
に
出
発
し
た
そ
の
当
日
の
止
宿
先
「
草

加
宿
」
で
は
「
此
の
夜
、
曇
る
。
翌
朝
雲
間
小
測
」
と

記
録
し
て
い
る
。
こ
の
‘
翌
朝
’
が
何
時
ご
ろ
か
と
言

え
ば
、
晩
秋
の
星
座
で
あ
る
ペ
ガ
ス
ス
座
の
星
々
（
離

宮
四
、
離
宮
二
～
室
宿
二
、
室
宿
一
）
で
あ
る
か
ら
、

推
歩
先
生
の
知
見
（
観
測
し
た
恒
星
が
南
中
す
る
時
刻
）

に
よ
れ
ば
、
未
明
の
午
前
三
時
頃
と
な
る
。
ま
さ
に
、

伊
能
測
量
と
は
「
昼
は
地
を
量
り
、
夜
は
天
を
測
る
」

と
い
う
寝
る
間
も
惜
し
ん
だ
測
天
量
地
の
旅
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
深
夜
か
ら
未
明
に
な
っ
て
天
測
し
た
ケ
ー
ス

は
次
の
通
り
枚
挙
に
暇

い
と
ま

が
な
い
の
で
あ
る
。 

・
一
次
測
量 

寛
政
十
二
年 

 

十
月
六
日 

吉
岡
「
七
日
七
日
晨
少
晴
測
量
」 

 

十
月
九
日 

舟
廻
「
翌
十
日
晨
測
量
」 

・
二
次
測
量 

 

・
三
次
測
量 

享
和
二
年 

 

六
月
十
四
日 

間
々
田
「
此
夜
暁
に
測
量
」 

 

七
月
二
十
四
日 

能
代
「
子
午
線
午
後
に
出
来
上
が

る
」
※
そ
の
晩
、
80
個
の
恒
星
を
暮
五
ツ
か
ら 

 
 

翌
日
未
明
ま
で
測
っ
た(

北
極
高
度
測
量
記
）
。 

 

九
月
二
十
三
日 

太
郎
代
浜
「
此
夜
曇
天
。
暁
七

ッ
頃
。
測
量
」 

 
十
月
十
七
日 

本
庄
宿
「
此
夜
曇
天
。
雲
間
に
漸

六
七
星
測
る
。
九
ッ
頃
よ
り
雨
、
至
暁
。
」 

・
四
次
測
量 

 

四
月
十
六
日 
「
此
夜
曇
天
。
十
七
日
暁
晴
て
測
量
」 

・
五
次
測
量 

 

五
月
二
日 

鳥
羽
城
下
「
此
日
未
明 

遠
山
を
測
る
」 

 

五
月
六
日 

鳥
羽
湊
「
此
夜
木
星
、
四
小
星
凌
犯
を

測
る
。
暁
に
至
る
」 

 

九
月
二
十
日 

坂
本
村
「
未
明
に
比
叡
山
四
明
ケ
岳

へ
登
り
て
山
々
を
測
る
」 

 

二
月
二
十
二
日 

宮
浦
「
此
夜
曇
、
雲
間
に
測
量
。
」 

 

 

二
月
二
十
三
日 

「
前
夜
九
ツ
頃
よ
り
乗
船
し
、
潮 

引
を
待
合
、
未
明
よ
り
・
・
・
」 

 

十
月
十
日 

敦
賀
町
「
暁
七
ツ
半
後
晴
間
測
る
」 

・
六
次
測
量 

 

・
七
次
測
量 

 

七
月
十
日 

山
川
津
「
木
星
測
、
暁
に
付
一
同
疲
れ
」 

 

七
月
二
十
六
日 

片
浦
村
「
此
暁
木
星
を
測
」 

 

八
月
二
日 

上
甑
島
里
村
「
此
夜
木
星
と
二
小
星
凌 

犯
あ
り
。
暁
迄
測
」 

・
八
次
測
量 

三
、
夢
に
堀
田
侯
に
謁
す 

三
次
測
量
、 

享
和
二
年
七
月
二
十
六
日
、
能
代 

 

「
予
二
十
五
日
よ
り
病
気
、
此
夜
夢
に
堀
田 

候
に
謁
す
」 

※
堀
田
候
と
は
堀
田
摂
津
守
正
敦
で
寛
政
二

年
か
ら
天
保
三
年
ま
で
の
四
二
年
間
の
長
期
に

わ
た
っ
て
若
年
寄
を
務
め
、
伊
能
測
量
を
幕
府

の
中
枢
で
支
え
た
。
出
自
が
仙
台
藩
伊
達
家
で 

忠
敬
の
妻
お
信
の
岳
父
で
あ
る
仙
台
藩
藩
医
の

桑
原
隆
朝
と
も
親
し
い
間
柄
と
い
う
こ
と
か
ら
、 

忠
敬
の
後
ろ
盾
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

四
、
芭
蕉
塚
発
見 

・
七
次
測
量 

文
化
六
年
十
一
月
十
一
日 

大
久
保
町 

 
 

蛸
壺
や
は
か
な
き
夢
を
夏
の
月 

・
八
次
測
量 

文
化
九
年
九
月
二
十
六
日 

 
 

梅
が
香
に
の
っ
と
日
の
出
る
山
路
か
な 

文
化
九
年
九
月
二
十
七
日 

 
 

世
の
人
の
見
つ
け
ぬ
花
や
軒
の
栗 

文
化
九
年
九
月
二
十
九
日 

 
 

川
上
と
こ
の
川
下
や
月
の
友 

 

文
化
九
年
十
月
五
日 

 
 

月
影
や
四
門
四
宗
も
た
だ
ひ
と
り 

 

文
化
十
年
九
月
十
六
日 

 
 

目
に
か
か
る
雲
や
し
ば
し
の
渡
鳥 

 
文
化
十
年
十
二
月
八
日 

 
 

さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
思
い
出
す
さ
み
し
さ
か
な 

 

文
化
十
年
十
二
月
廿
日 

 
 

梅
が
香
に
の
っ
と
日
の
出
る
山
路
か
な 

文
化
十
一
年
三
月
十
三
日 

真
言
宗
相
染
印 
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境
内
に
芭
蕉
塚
と
い
う
あ
り 

文
化
十
一
年
四
月
二
十
六
日 

 

霧
時
雨
富
士
を
見
る
日
の
面
白
記 

文
化
十
一
年
四
月
二
十
九
日 

 

お
も
か
げ
や
姥
ひ
と
り
な
く
月
の
友 

 五
、
富
士
を
測
る 

・
本
州
最
北
東
端 

三
次
測
量 

 

 
 

享
和
二
年
六
月
二
十
日 

山
嶋
方
位
記
二
巻 

 
 
 

越
堀
宿
～
芦
野
宿
間
栢
平
（
富
士
見
峠
） 

           

・
本
州
最
東
端 

二
次
測
量 

銚
子
湊 

 
 

享
和
元
年
七
月
二
十
六
日 

 

 

此
早
朝
、
日
出
に
犬
若
岬
に
お
い
て
慶
助
、 

富
士
山
を
測
。
着
後
十
九 

日
よ
り
富
士
山
の
方
位
を 

測
ら
ん
と
日
々
手
分
し
、 

高
き
に
升
り
遠
へ
出
し
け 

れ
ど
、
日
々
蒙
気
お
お
く 

し
て
見
え
ざ
り
き
、
此
朝 

富
士
山
を
測
得
た
り
。
そ 

の
よ
ろ
こ
び
知
る
べ
し
。 

予
が
病
気
も
最
早
全
快
に
及
べ
り
。 

（
申
一
九
分
二
五
秒
） 

※
何
故
、
病
気
が
全
快
す
る
ほ
ど
、
喜
ん
だ
の

で
あ
ろ
う
か
？ 

 

記
念
碑
の
文
言
に
依
れ
ば
「
忠
敬
は
こ
の
地

で
伊
能
測
量
の
方
法
に
よ
る
測
量
の
精
度
を
確

認
で
き
た
か
ら
・
・
・
」
と
し
て
い
る
が
、
筆

者
の
見
解
は
こ
れ
と
は
若
干
な
が
ら
異
な
る
。 

実
は
、
こ
の
地
に
至
る
ま
で
導
線
法
と
天
体

観
測
に
よ
る
測
量
は
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
今

一
つ
の
「
交
会
法
」
に
よ
る
測
量
の
目
標
と
す

る
高
山
や
島
影
が
こ
の
房
総
半
島
の
外
房
に
は

一
切
な
い
こ
と
か
ら
、
本
州
最
東
端
に
あ
た
る

で
あ
ろ
う
こ
の
地
を
地
図
の
上
で
矛
盾
な
く
描

け
る
か
心
配
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
心
配
事

が
こ
の
地
で
の
富
士
山
測
量
で
払
拭
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
持
病
が
全
快
す
る
ほ
ど
の

喜
び
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。 

 ・
本
州
最
西
南
端 

五
次
測
量 

国
府
海
岸 

 
 

文
化
二
年
五
月
十
九
日 

 

朝
晴
天
、
六
ツ
頃
国
府
村
海 

岸
に
出
て
富
士
山
を
測
る

（
丑
二
五
分
五
〇
秒
よ
り
丑
二 

六
分
） 

 

     

六
、
後
世
永
々
英
名
を
御
残
し
候
事
こ
の
時
に
候
て 

 

四
次
測
量
、
享
和
三
年
九
月
二
十
二
日
、 

 

い
わ
ゆ
る
糸
魚
川
事
件
に
あ
た
り
、
師
匠
高

橋
至
時
か
ら
の
親
身
な
る
書
簡
の
一
節
で
あ
る
。 

「
元
来
御
存
知
の
事
に
て
申
迄
は
無
之
候
え
ど
も
、 

即
今
、 

天
下
の
暦
学
者
各
眼
を
拭
い
、 

足
下
の
地
図
成
就
の
期
を
日
を
算
え
待
候
事
に
て
、 

後
世
永
々
英
名
を
御
残
し
候
事
此
時
に
候
て
、 

又
是
を
以
、 

世
上
暦
家
の
机
上
腐
臭
の
故
態
を
破
し
、 

精
密
の
一
家
堅
く
相
建
候
も 

今
の
時
に
て
、 

実
に
足
下
の
一
身
、
天
下
暦
学
の
盛
衰
に
係
る 

と
可
申
候
。 

 

加
程
の
大
事
業
の
将
に
成
ん
と
す
る
の
間
、 

一
小
事
に
て
万
々
一
中
絶
に
成
候
は
ば
、 

何
程
の
残
念
と
思
召
候
哉
。
」 

 

七
、
地
図
を
精
敷
認
候
術
は
、 

第
一
は
北
極
出
地
度
、
其
次
は
方
位 

 

一
次
測
量
幕
府
折
衝
編 

 
 

松
平
信
濃
守
様
よ
り
我
等
蝦
夷
御
用
之
御

沙
汰
猶
御
尋
之
儀
有
之
候
由
に
付
、
為
御
使 

渡
辺
清
蔵
殿
態
々
御
遺
し
被
下
御
尋
に
付
、

左
に
書
付
差
上
候
。
（
中
略
）
。 

地
図
を
精
敷
認
候
術
は
、
第
一
は
北
極
出

地
度
、
其
次
は
方
位
に
御
座
候
。 

 
八
．
お
わ
り
に 

 

こ
の
よ
う
に
、
伊
能
測
量
に
は
興
味
の
尽
き
な
い
ド

ラ
マ
が
満
載
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
大
河
ド
ラ
マ
に
す
れ

ば
日
本
が
元
気
に
な
る
で
あ
ろ
う
に
。 


